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『大阪大学国際教育交流センター研究論集　多文化社会と留学生交流』第₂₆号（₂₀₂₂）

＊	 大阪大学国際教育交流センター特任助教

教員による派遣留学相談の実践報告
― 5 年間を通した気づきと今後の課題―

中野　遼子＊

要　旨
　本稿は、筆者が2017年度より担当している「教員による派遣留学相談」についての実践報告
を行うとともに、留学相談の意義と教員の役割を明らかにして、今後の留学相談の充実に向け
た提案を行うことを目的としている。そこで、相談者へのアンケート結果や相談メモ等から得
られた留学相談内容を、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチを援用して分析した結
果、「教員による留学相談図」を提示した。さらに、留学相談の回答事例を整理・分析すること
により、留学相談における教員の役割として、「疑問の解決」「課題の明確化」「選択肢の提供」
「視野の拡大」の4つを明らかにすることができた。

【キーワード】�留学相談、派遣留学、交換留学、オンライン相談

図 1　大阪大学の派遣交換留学の応募者数と派遣者数

1　はじめに

　大阪大学は、2021年12月 1日現在、大学間交流協
定は38カ国・地域の141件、部局間交流協定は61カ
国・地域の641件を有しており、国際学生交流に力
を入れている1）。
　2020年度は、COVID-19の影響により大学間派遣
交換留学を実施できなかったが、2019年度の大学間
派遣交換留学生数は計87名で、23カ国・地域の61
大学に派遣した。今後、さらなる派遣留学生数の増
加を目指しており、そのためには、留学相談のいっ
そうの充実が求められている。そこで、本稿では、
留学相談の回答内容を整理し、事例紹介を行うこと
で、派遣留学相談における①教員の役割と、②留学
相談の意義を考える。

2　大阪大学の交換留学生派遣状況

　まず、2016年度から2020年度の派遣交換留学の応
募者数と派遣者数は、図 1 の通りである。2016年度
の応募者数が191名で最も多く、その後はわずかに

増減を繰り返している。2020年度は、COVID-19の
影響により、対面の交換留学が中止となったが、そ
のうち次年度の交換留学に再応募をした学生が29名
いた。派遣交換留学生数については、2016年度が最
も多く、161名であった。2020年度は、応募者数は
例年並みであったが、派遣者数は、海外渡航中止の
ためオンラインによる参加のみとなり、計15名にと
どまった。また、2015年度から2020年度にかけての
派遣地域と派遣交換留学生数の内訳は表 1 の通りで
ある。



― 64―

3　先行研究

3-1　留学相談関連研究
　一橋大学留学生・海外留学相談部門（2015）は、
留学相談の相談体制、日時、件数、相談内容を詳細
にまとめた実践報告を提示した。
　髙橋（2018）は、派遣学生の留学相談について、

（1）留学先として英語圏や英語で授業が受けられる大
学を希望する傾向が高い、（2）留学情報やサポート体
制の周知をはかることが重要、（3）留学に興味のある
学生への支援強化と留学の成果を伝える方法を充実
させる、（4）留学相談や説明会で 1・2 年生の早い段
階での留学を勧めることが重要、（5）単位互換を進め
るためのラーニングアグリーメントの導入の重要性、

（6）一歩踏み込んだ支援が留学促進につながる可能
性、という 6 点を明らかにした。

3-2　進路相談関連研究
　進路相談に関する研究については、井上（2008）
が、進路支援者に関する12年間の実践研究を行って
いる。その結果、進路相談の取り組み方や導き方に
よって、学生本人が気付かなかった資質や能力を引
き出し、伸ばせること、そして、学生一人ひとりの
気持ちの変化に配慮をし、大学卒業後のキャリアラ
イフ（社会生活）を意識しながら個別支援を徹底す
ることは，学生の就職活動や大学生活に対するモチ
ベーションの維持に効果的であることが明らかとな
った。栗田（2007）は、進路相談における面接技法
の有効性について述べている。風見（2020）は、学
習指導要領を基にしながら、キャリアカウンセリン
グの理論を用いて、中学校の進路相談に関する実践
事例をまとめた。
　ここまで、留学相談や進路相談関連の先行研究を
見てきたが、留学相談に関する先行研究は多いとは

言えない。井上（2008：2）は、「（進路相談関連研究
に関して）若年者の就職については調査結果も豊富
にあるが、大学の就職課にて日々の進路相談を実施
する者が、現場からの視点で研究し、大学生のキャ
リア意識形成のために必要な具体的方策を探求する
ことは成熟した研究領域にまで至っていない」と述
べており、留学相談関連研究も同様の状態だといえ
る。本稿も実践報告となるが、これまでの相談事例
のカテゴリー化を通して、留学相談の効果や意義を
明らかにしたい。

4　調査概要

　本調査は、2017年 4 月から2021年12月末までの
学期中に実施した「教員による留学相談」（以下、「留
学相談」）　への参加学生対象のアンケート調査、相
談内容を基にまとめた回答集、留学相談メモを分析
資料として用いる。留学相談の実施概要は、図 5 に
まとめている。
　調査期間中に留学相談に来た学生は延べ507名で

（図2）、教員 3 名で対応した。

図 2　年度ごとの相談者数（人）
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　そのうち、アンケート調査回答者は290名（女性
198名、男性91名、未回答 1 名）で、所属学部・研
究科は表 2 と表 3 の通りである。学部生の相談者が
多く、その中でも外国語学部（113名）の学生が最
も多い。そして、法学部（37名）、経済学部（24名）、
文学部と工学部（ともに22名）、人間科学部（20名）
と続いている。
　分析方法は、修正版グラウンデッド・セオリー・
アプローチ（木下、2007）を援用した。

表 1　大阪大学の派遣交換留学生数の内訳
合計

アジア

欧州

北米

南米

ロシア

豪州

合計

参加。年度の派遣学生は全員オンラインによる
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5　結果

5-1　アンケートの回答結果
　ここから、アンケートの結果を提示していく。
　まず、相談内容で最も多いものは、「交換留学」

（225件）で、次に「休学して私費留学」（76件）、「語
学研修」（74件）と続いている（表4）。また、2021
年度は、COVID-19の影響により、例年と比べて、

「休学して私費留学」に関する相談件数が多い傾向に
あった。
　月ごとの相談数については、4 月から 7 月と、10
月に多いことがわかる（図3）。交換留学の募集締め
切りが 6 月と 9 月であるため、その前後に相談件数
が多いといえる。学年については、2 年生の相談が

最も多い。

5-2　留学相談の回答事例
　次に、特に多い相談内容とその回答事例を 7 つ紹
介する。
　まず、最も多い相談内容が、「とりあえず留学に行
きたいが、何をしたら良いのかわからない」という
質問である。交換留学関係者から直接、制度につい
て説明を受けて内容を確認したい学生が多いため、
個々の学生に応じて必要な情報を提供したり、一緒
に解決策を考えたりしている。次に、「とりあえず英
語圏に行きたい」という相談も多い。その際、英語
圏に行く強い目的がない場合は、英語で留学可能な
英語圏以外の留学先を提案するようにしている。ま

表 2　アンケート回答者の内訳（学部）

学部 合計

文学部

人間科学部

外国語学部

法学部

経済学部

工学部

基礎工学部

理学部

歯学部

薬学部

医学部

合計

年度は 月末までのデータ

表 3　アンケート回答者の内訳（研究科）

研究科 合計

文学研究科

人間科学研究科

法学研究科

経済学研究科

工学研究科

基礎工学研究科

理学研究科

歯学研究科

薬学研究科

医学研究科

言語文化研究科

国際公共政策研究科

情報科学研究科

生命機能研究科

高等司法研究科

その他

合計

年度は 月末までのデータ

表 4　年度ごとの相談内容（複数回答）

図 3　月・学年ごとの留学相談数

図 4　オンライン留学相談の様子
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図 5　留学相談の実施概要

相談事例
1

とりあえず留学に行きたいが、何をしたら良
いのかわからない

回答例

・	いつ頃、どこに、何のために留学したいの
かを聞く。

・	留学に必要な成績や語学スコア、手続き方
法を伝える。（「よくある質問の回答集」を
見ながら説明する。参考資料参照）

・	学内でできる英語学習方法を伝える。
・	留学と卒業までのスケジュールを図示する。
・	留学後の進路を聞く。

相談事例
5 私費留学をしたい（12〜2 月に多い質問）

回答例

・	いつ頃、どこに、何のために留学したいの
かを聞く。

・	費用について確認する。
・	大阪大学では取り扱っていないので、相談

先を提示する。（生協等の留学斡旋会社、領
事館など）

・	留学と卒業までのスケジュールを図示する。
・	大学院留学や研究留学の場合は、研究計画

を聞く。
・	留学後の進路を聞く。

相談事例
6 海外の大学のホームページの見方がわからない

回答例

・	交換留学の場合は、「exchange	program,	大学
名」で調べるよう伝える。

・	ホームページの見方が難しい場合は一緒に
調べる／相談後に調べて URL を送る。

・	ホームページを見てもわからない場合は、派
遣担当者に質問して、その回答を相談者に
連絡する。

・	ある程度一緒に調べたら、残りは自分で調
べてみるよう伝える。

相談事例
7 奨学金について知りたい

回答例

・	海外留学ガイドブックの奨学金のページを
見て、紹介する。

・	回答者が知っている情報を伝える。
・ 	JASSO の奨学金のページを紹介する。
・	詳細は、留学奨学金担当者に問い合わせる

よう伝える。

相談事例
2 とりあえず英語圏に行きたい

回答例

・	英語スコアを確認する。
・	英語圏以外にも、英語で留学できる大学を

伝え、自分に合った大学を選べるよう選択
肢を与える。

・	英語圏以外での留学生活体験を伝える。

相談事例
3

留学と今後の大学生活のスケジュールを知り
たい（就職活動の時期、卒業年度、進路相談）

回答例

・	留学と卒業までのスケジュールを図示する。
・	将来やりたいことを聞く。
・	就職活動についての他学生の例を伝える。
・	就職活動に関する教員の意見を伝える。

相談事例
4 各協定校に関する個別の質問

回答例

・	回答者が知っている情報を伝える。
・	わからない場合は、ホームページを一緒に

確認したり、派遣担当者に問い合わせて、そ
の回答を相談者に伝える。

対面による留学相談 オンラインによる留学相談

時期 ～ 年度 ～ 年度

場所
・豊中キャンパス 毎週木曜日
・箕面キャンパス 毎週火曜日
・吹田キャンパス 第２・４金曜日
各キャンパス教員 名で同時対応

・
・
（毎週火・木曜、第２・４金曜日）
毎回教員 名で同時対応

期間 学期中の ～ （ 人 分、 日最大 人まで）

相談員 国際教育交流センター短期プログラム開発研究チームの教員 名

予約 留学ポートフォリオ（アンザスインターナショナル）にて受付

長所 ・相談専用の部屋が確保されているの
で落ち着いて相談できる。

• 移動がないので複数の教員が同
時に対応できる。

• 学生がどこからでも相談できる。
• 資料を共有しやすい。

短所 ・教員・学生にとって、キャンパス移
動に時間がかかる。

• 昼休みのキャンパス内では落ち
着いて相談できる場所が少ない。

• インターネット環境の影響を受
けやすい。
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た、留学後、特に就職活動と留学の兼ね合いについ
ての相談も多く、交換留学経験学生の就職活動の事
例を伝えるようにしている。「私費留学をしたい」と
いう相談については、希望の留学に合った留学斡旋
会社や領事館の情報を伝えている。各協定校に関す
る個別の質問、協定校のホームページの見方、奨学
金については、できる限り自分で調べるよう伝える
が、一緒に調べる時間を取って、ホームページの探
し方や見方を伝えるようにしている。

5-3　教員による留学相談図
　分析の結果、アンケート回答、留学相談メモの内
容から、留学相談の回答事例について、12の「カテ
ゴリー」と 2 つの〔大カテゴリー〕に分類し、さら
に 1 つの【最終的カテゴリー】に包括することがで
きた（表5）。最終的カテゴリーは、【留学相談内容】
で、その中には、〔留学内容〕と〔留学情報〕という
2 つの〔大カテゴリー〕がある。〔留学内容〕には、

「①留学・卒業時期」、「②留学先」、「③留学の目的」、

表 5　【留学相談内容】のカテゴリー別の回答事例

カテゴリー 〔留学内容〕の回答事例
留学期間について聞く

留学と卒業までのスケジュールを図示する

将来を見据えた留学のスケジュールを考える

行きたい大学を絞るよう伝える

大学間のほかに部局間交換留学についても紹介する

英語圏以外にも、英語で留学できる大学を伝える

留学の目的を明確にするよう伝える

留学準備のために今後やるべきことを伝える
留学中にやりたいことを聞く

留学中にやりたいことリストを作るよう伝える

留学中の勉強方法を伝える

留学に関する自分の経験・意見を伝える

就職活動についての例を伝える

就職活動に関する教員の意見を伝える

将来やりたいことを聞く

留学・卒
業時期

留学先

留学の目的

留学中の
学修計画

留学後の
進路

カテゴリー 〔留学情報〕の回答事例
成績（ ） 必要な成績（ ）を伝える

必要な語学スコアを伝える

語学スコアの獲得時期を知らせる

語学スコア獲得のスケジュールを考える

語学力向上の方法を伝える

英語で開講されている授業について伝える

大学内で英語学習できる方法を伝える
（チューター制度、多言語カフェ、留学交流サーク
ル 、 ）

単位互換 単位互換の仕組みについて伝える

奨学金 奨学金の種類を説明する

担任の先生に相談するよう伝える

各学部の担当部署に相談するよう伝える

各国領事館に相談するよう伝える

先輩に話を聞いてみるよう伝える

大阪大学海外ホームページについて伝える

専攻に強い大学の調べ方を伝える（世界大学ランキ
ング）

協定校のホームページの調べ方を伝える

各大学特有の制度について伝える（ やサンクトペ
テルブルク大学等）

申請書の書き方を伝える

寮について伝える
留学費用についてこれまでの例を伝える
留学生活での注意点を伝える

語学スコア

相談先

留学手続き

留学生活

図 6　教員による留学相談図

交換留学 短期海
外研修

〔留学情報〕

私費留学
研究留学
インターン
シップ等

〔留学内容〕

① 成績（ ）
② 語学スコア
③ 単位互換関連
④ 奨学金関連
⑤ 相談先
⑥ 留学手続き
⑦ 留学生活関連（費用、住居）

【留学相談内容】

【留学形態】

① 留学・卒業時期
② 留学先
③ 留学の目的
④ 留学中の学修設計
⑤ 留学後の進路
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「④留学中の学修設計」、「⑤留学後の進路」の5つの
「カテゴリー」が含まれている。そして、〔留学情報〕
には、「①成績（GPA）」、「②語学スコア」、「③単位
互換関連」、「④奨学金関連」、「⑤相談先」、「⑥留学
手続き」、「⑦留学生活関連（費用、住居）」の7つが
ある。
　また、「交換留学」、「私費留学」、「短期海外留学」、

「研究留学・インターンシップ」という4つの【留学
形態】を追加し、「教員による留学相談図」を作成し
た（図6）。
　図 6 は、どの留学形態であっても、留学相談内容
を確認する、つまり、「留学内容」を聞き取り、個々
の相談者に適した「留学情報」を提供することを表
している。

6　考察

　参与観察、留学相談メモの内容、回答集から、回
答事例をカテゴリー化し、それを基に留学相談の効
果を、1）疑問の解決、2）課題の明確化、3）選択肢の
提供、4）視野の拡大という 4 つに分類した。この分
類をもとに、「留学相談における教員の役割」を図7
に示す。

　ここで、教員による留学相談では、〔留学情報〕の
提供だけでなく、学生の〔留学内容〕やその先の進
路設計まで考えさせることができる。つまり、「疑問
の解決」だけでなく、「課題の明確化」「選択肢の提
供」「視野の拡大」を行っているといえる。
　高橋（2018：373）は、「一歩踏み込んだ支援が留学
促進につながる可能性」を示唆している。ここでは、
上記の「課題の明確化」「選択肢の提供」「視野の拡
大」という 3 つが「一歩踏み込んだ支援」であると
いえる。
　また、井上（2008：1）は、「学生一人ひとりの気持
ちの変化に配慮をしながら、更には大学卒業後のキ
ャリアライフ（社会生活）を意識しながら個別支援
を徹底することは、学生の就職活動や大学生活に対
するモチベーションの維持に効果的である」と述べ
ている。そのため、留学準備の相談だけでなく、留
学後や卒業後の進路についても一緒に考えることは、
大学生活および留学生活のモチベーションの維持や
充実のためにも重要であると考えられる。そして、
これは「一歩踏み込んだ支援」の効果であり、教員
による留学相談の意義であるといえるだろう。

7　まとめと今後の課題

　本稿では、留学形態を 4 つに分類することができ
た。そして、留学相談の回答例を、12の「カテゴリ
ー」に、そして、「カテゴリー」を2つの〔大カテゴ
リー〕に分類し、さらに1つの【最終的カテゴリー】
に包括した。
　上記の分類を合わせて、「教員による留学相談図」
を作成することができた。また、アンケート結果、
留学相談メモの内容、事例から、留学相談の回答例
を表 5 のように分類し、留学相談における教員の役
割を図示し、教員による留学相談の意義を明らかに
することができた。ここから、教員による留学相談
では、〔留学情報〕の提供だけでなく、学生の〔留学
内容〕やその先の進路設計まで考えさせることが重
要であることがわかる。つまり、留学相談において、
教員の 4 つの役割、「疑問の解決」「課題の明確化」

「選択肢の提供」「視野の拡大」を意識することは、
学生の「留学促進」だけでなく、「大学生活や留学生
活のモチベーションの維持や充実」のためにも重要
であることが明らかとなった。ここから、留学相談
は、学生の進路相談（自分の将来を考えて語る機会）

表 6　留学相談の効果とその事例

回答例

疑問の解決
学生からの質問に答える

•
• 留学に必要な語学スコアを伝える
留学や奨学金に必要な を伝える

課題の明確化
留学までにやるべきことを伝える

選択肢の提供

• 語学スコア獲得時期やスケジュールを伝える
• 留学と卒業までのスケジュールを図示する
学生が知らない情報を提供する

視野の拡大

• 大学間のほかに部局間交換留学についても紹介する
• 英語で留学できる英語圏以外の大学を提示する
学生に広い視野からアドバイスをする
• 将来を見据えた留学のスケジュールを考える
• 就職活動に関する教員の意見を伝える

図 7　留学相談における教員の役割

視野の拡大選択肢の提供課題の明確化

調べたこと 調べられないこと

不明確

知らないこと

次の行動へ

疑問の解決

相談 相談

学生

教員



教員による派遣留学相談の実践報告

― 69―

でもあるといえるだろう。
　そこで、2021年度からは、「交換留学スケジュー
ル表」（参考資料の資料1）を提示し、「課題の明確
化」、「選択肢の提供」を行いながら、卒業論文や就
職活動といった将来の見通しを確認しつつ、留学相
談を行っている。
　最後に、今後の課題について述べる。まず、留学
相談の充実のため、以下の 5 つの改善点が挙げら
れる。

　（1）多様な宣伝方法により周知する
　（2）ハイブリッドによる留学相談の実施
　（3）	他部署（特に、キャリア支援センター）との

連携
　（4）	多様な事例のストックを整理し保存する（4年

間で修了できる事例や、6 回生になっても就
職できた例など）

　（5）	パンデミック後の新しい留学形態の可能性を
視野に入れた留学相談の実施

　次に、本調査は、アンケート調査と留学相談メモ
の分析にとどまったが、今後は、相談利用学生に留
学後のインタビューを実施し、本研究を深める。そ
して、「一歩踏み込んだ支援」のためには何が必要
か、さらなる研究を進めたい。

注
1）	 大阪大学（2021）「交流協定締結状況」
	 https://www.osaka-u.ac.jp/ja/international/action/

exchange	（2021年12月20日アクセス）
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